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１　日常所用の被服類の工作は, 速かで正確な成果を

得る方法潤

近代及び現在採られている和服の裁ち方を検討してその

簡易化を見出そうとしたものである。

近代及びiS在の和服の裁ち方は，先ず総

裁切り寸法などを公式によって計算し，得た所の寸法に

折りたたみ，計算の間違いのないのを確かめてから裁ち

切るのが，学校での指導

正確を期するには, 当然とるぺき方法であるが，もし

正確さに於て変りなく，しかも速かに裁つことの出来る

方法があるならば，速いのがよい。そこで高等学校及び

その他の教科書で現今用いている方法を分類して，比較

研究すると共に，公式の価値及び必要性等を調査して，

その最も簡単で正確な方法を決定し，本学学生の実習に

よって所要時間数の差を求めた。

３　日常に最も多く使用する服種が，簡単に正確に裁

ち得られるばかりでなく，殆どあらゆる和服の裁ち方に

用いて効果的であることを実証することが出来た。


